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＜連絡事項＞
・特になし。

＜患者様連絡事項＞
・的場　舞様～本人様への対応(家族間連絡、外出退院等の調整)について、SGM、各スタッフと話し合った結果、金井JGMへ窓口、対応を一本化していく方針となりました。各スタッフは本人様に関する情報共有を密に行っていきましょう。
　　　　　　　
SWより情報提供あり。
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　4/7(水) 15:00　児相職員、主治医、家族(2名)、SW、病棟NSでの面談実施するとの事。本人が同席するかは本日の時点では決まっていない。

・橋本　とし様～南病棟Aユニット120号室へ転出。

・藤井　順子様～西病棟Aユニット51号室へ転出。

・駒木　洋士様～ケアマネ、SW、病棟スタッフ、本人、家族交え、面談実施。3/30外出を行い、その結果を診て退院後のサービス等が整えばENT。4/中旬のENTを目指していく事となっている。


＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他室侵入・他者の私物弄り等迷惑行為繰り返す為、時間早めて開放観察終了。不潔行動は無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。各食2/3～全量摂取。服薬拒否無し。スタッフコール時には拘束具の金具でベッドフレームを叩いているが、不穏・興奮は無く対面時落ち着いている。拘束部位循環障害無し。13:30疼痛訴え、ロキソプロフェンNa(60)1T内服。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・若沢　理子様～昨日日勤帯にて同室者とのトラブルや不穏・興奮見られ、頓服薬服用にて対応行っていた。本日は各食2/3～全量摂取され、服薬拒否無し。時に自室より出て来られ、ホールにて踊る様子あるが、一時的。不穏・他者トラブルは無く経過。

・木村　美智子様～バイタルサインの異常無く、意識レベルの著変も無い。酸素飽和度の低下も無い事から10:00 酸素流量を8L⇒6Lへ減量。以降も酸素飽和度の低下は無い。下肢の不随意運動や全身痙攣発作も見られていない。

・北村　イウ子様～10:00体温38℃台まで上昇し、3点クーリング実施。13:00検温時には解熱されている。

・馬場　信子様～幻視・妄想に左右された発言や帰宅要求は無いが、食事の際に他者への干渉行動見られ、介入時には一時的に易怒的となる場面がある。

＜安ヶ平Dr診察情報＞
・河原木　泰志様～定期血液検査も特に変わりなし。他者との接触も無し。定期薬同処方継続。

・藤井　崇史様～特定の女性患者様に対する苛々感を話し、加えてそんな自分が悪いと反省する様な言動もある。血液検査の説明。TGがやや高め。身長170㎝、体重81.4㎏、ご本人はお腹が凸ってきたと笑顔で話している。同処方で継続。

・和田　昌様～バルブロ酸の血中濃度81.8。腰部・臀部痛あり。ロキソプロフェン内服継続していく。「退院出来ないか」という言動あり。御家族と相談してみるよう伝える。

・長谷川　陽一様～就床前薬のゾビクロンで眠れず、朝まで徘徊している。TC253、TG294、血糖321、HbA1c16、赤血球411、Hb12.0、尿糖(+）検査データについて説明をすると、ポカリスエット1.5Lのペットボトルを1日3本飲み、その他にジュースも飲んだという。それを1週間続けたと話している。内服時に錠剤が喉につかえる感じがあると訴えあり。不眠に対して、フルニトラゼパム錠(2)1T、レボトミン(25)1Tを5日分、臨時処方し本日から内服開始。来週の定期薬に追加処方する事とする。

・橋本　とし様～検査データ3/15の尿ビリルビン（+）、ケトン(+)、尿白血球は陰性となっている。血液はGOT23、GPT45、W14500→6500　クラビット内服の為。長谷川式23点/30点中。左手の痺れの訴えあり。両手の動きや左右の握力に差は無し。本日南病棟移動、リハビリにて歩行訓練していく事を伝える。

・藤井　純子様～血糖78、HbA1c5.3、TC、TGの正常。UA7.4。市民病院内分泌科の内服薬は4/16まであり。処方の相談をしていく事とする。不安感が出る事あり。母は心が穏やかになり、楽になればいいと話している。どうすれば死ねるかと考えてしまう。不安時：セパゾン(2)1T頓服薬で対応していく。臨時処方で、就床前薬にロラゼパム(0.5)2T追加処方する。本日西病棟へ転棟。
